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母集団での支持率と標本での支持率
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標本での支持率が確率変数の実現値であると考えられる理由
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標本での支持率と母集団での支持率
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第３章 推定法

母数：母集団分布の特性値
２項分布の母比率，正規分布の母平均，母分散

・点推定

・区間推定

母数を１つの値で推測する

母数を区間で推測する

日本の首相の支持率は 75% である

日本の首相の支持率は 70% から 80% である
確率は 90% である

（例 支持率，身長の平均，分散）
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3.1. ２項分布についての点推定

母集団分布が２項分布 B(1,p) の母比率 p は標本平均で
推定される．

母集団からの無作為標本の実現値

を用いて，母比率 p は

と推定される．
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日本の首相の支持率調査では，母集団での支持率 p 

標本(1000人の有権者)での支持率 0.75 のとき

母比率 p は

と推定される

例 3.1 日本首相の支持率調査
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硬貨投げの実験

実験1

コインを 25 回投げて標本平均を求める．

1 回目の無作為標本の実現値は

25 回のうち 11 回が表であるので，標本平均は

である.

無作為標本の実現値が 1 組とれれば標本平均が 1 個できる.
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・２ 回目の無作為標本の実現値

25 回のうち 10 回が表であるので標本平均は

・３ 回目の無作為標本の実現値

25 回のうち 12 回が表であるので標本平均は

無作為標本の実現値をとり，標本平均を計算するという手続
きを 500 回繰り返して標本平均を 500 個求める.
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実験3 (1000 回)

「コインを 1000 回投げて標本平均を求める．」という操作を

500 回繰り返して標本平均を 500 個求めた.

500 回繰り返して標本平均を 500 個求めた.
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実験2 (100 回)

「コインを 100 回投げて標本平均を求める．」という操作を

実験4 (10000 回)

「コインを 10000 回投げて標本平均を求める．」という操作を

500 回繰り返して標本平均を 500 個求めた.



真値
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25 回 100 回

1000 回 10000 回 14



標本平均 は p に近づく傾向があることがわかる．

つまり，母比率 p の値がわからなくてもデータの個数 n が比較的
大きいときは標本平均によって母比率 p の値を推定することが出
来る．

しかし，データの個数が小さいときは標本平均が母比率 p に近い
値になる保証はない．
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3.2. 正規分布についての点推定

母集団分布：正規分布 N(μ,σ2) 

母集団からの無作為標本の実現値：

・母平均 μ は標本平均で推定する：

・母分散 σ2 は不偏分散で推定する：

16



日本人の身長は N(μ,σ2) に従うとする.

・標本(ランダムに選んだ 1000 人の男性)

・母平均 μ は

と推定される.

例 3.2 20 才の日本人男性の身長

・母分散 σ2 は

と推定される.
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実験１
「25 人をランダムに選び身長を聞き取り標本平均を求める」× 500 回

（不偏分散）
実験２
「100 人をランダムに選び身長を聞き取り標本平均を求める」× 500 回

（不偏分散）
実験３
「1000 人をランダムに選び身長を聞き取り標本平均を求める」× 500 回

（不偏分散）
実験４
「10000 人をランダムに選び身長を聞き取り標本平均を求める」× 500 回

（不偏分散）

母平均 μ, 母分散 σ2 の点推定
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母平均 μ

真値
μ = 171
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25 人 100 人

1000 人 10000 人 20



真値
σ2 = 25

母分散 σ2
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25 人 100 人

1000 人 10000 人 22



まとめ

母集団分布が２項分布 B(1,p) の場合，母集団からの無作為
標本の実現値 を用いて，

で推定される．

母比率 p は標本平均
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母集団分布が正規分布 N(μ,σ2) の場合，母集団からの
無作為標本の実現値

母平均 μ は標本平均

で推定される．

母分散 σ2 は不偏分散

を用いて，

実際には，１ 回の調査結果しかないので，標本平均，
不偏分散を確率変数と考えることが重要となる．
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